
中里
なかさと

（２）遺跡
い せ き

 

 

所 在 地 十和田市
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字
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時 代 縄文
じょうもん
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じ だ い

、弥生
や よ い

時代
じ だ い

 

出土遺物 縄文
じょうもん

土器
ど き

、弥生
や よ い

土器
ど き

、石器
せ っ き
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穴
けつ

ほか 
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解 説 

市街地の西10㎞、中里川
なかさとがわ

左岸
さ が ん

の河岸
か が ん

段丘上
だんきゅうじょう

にあります。町史
ちょうし

編纂
へんさん

事業
じぎょう

により発掘調査され、縄文時代の早期
そ う き

～晩期
ば ん き

、弥生時代前期
ぜ ん き

～後期
こ う き

の遺跡であることがわかりました。 

弥生時代の前期と中期の石組炉が発見されており、十和田市では、唯

一弥生時代の集落
しゅうらく

の存在があきらかとなっています。遺物としては、弥

生前期～中期の土器が出土したほか、同時代の大型
おおがた

蛤刃
はまぐりば

石
せき

斧
ふ

、扁平片刃
へんぺいかたば

石
せき

斧
ふ

、有孔
ゆうこう

石
せき

製品
せいひん

、石
せき

鏃
ぞく

などの石器が出土しています。 

十和田市の弥生時代を知る上で欠かせない遺跡です。 

 

 

 

 

 

 

 

石組炉                弥生時代の土器・石器 

                     （左より甕形土器、大型蛤刃石斧、扁平片刃石斧） 


